
 

 

 

              ２０２３年のはじまりに 

                                   

  園長  柿沼 敦子 

あけましておめでとうございます。今年のお正月は穏やかな天候が続

き、幸先良い年の始まりを感じました。２０２３年の干支は「癸（みずのと）

卯（うさぎ）」です。この組み合わせは、これまでの努力が実を結び、何か

を開始するのに縁起が良く、希望があふれ、状況が好転する良い年にな

ると言われているようです。長いコロナ禍を、様々に努力し、凌いできた

日々が収束し、うさぎのように飛躍する年になることを願っています。 

先日こんな記事に出会いました。２０１８年に９２歳の生涯を閉じられた

絵本作家・かこさとしさんは『だるまちゃんとてんぐちゃん』『からすのぱん

やさん』『どろぼうがっこう』など、数々のロングセラーを生み出しました。

さらに４０年後、“続きのおはなし”が描かれているものがあります。続編

で度々描かれるのは、多様な登場人物が個性を尊重し合いながら共存

する様子です。「伝えたいことは全て作品の中にある」と自作についてほ

とんど語らなかった作者が、一貫して描き続けてきた世界観だそうです。 

未来を生きる子どもたちに、幼児期から、私たち大人（教職員・保護

者）が手本を示しながら、多様な個性を尊重し合いながら共に生きる大

切さや素晴らしさをしっかりと伝えていかなければならないと強く思いま

す。一人ひとりの個性をリスペクトしてこそ、平和で豊かな世の中となり、

より一層の発展が期待できるのです。「みんな笑顔の高輪幼稚園」が、

未来の世の中で平和な地球への架け橋となることを信じています。 

新年を迎えても戦争が続いている国がこの地球上にあります。戦火の

中で、子どもたちとその親たちは、新しい年の希望と幸せをどれほど願っ

ていることでしょう。遠い地の「幼な子の幸い祈る母、父」を思うたび、胸

が苦しくなります。２０２３年の始まりに、一刻もはやく戦いが終息すること

を心から祈っています。 

 

 

高輪コンサート(12月)に保護者の皆さんも出演しました。 

すばらしいチームワークに大拍手！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高輪だより 

 

令和４年度  １月号 

  港区立高輪幼稚園 

園  長  柿沼  敦子 

わくわく ぽかぽか 

みんなえがおの 

たかなわようちえん 

４歳児ウサギだるまの起き上がりこぼし 

5歳児 育てた稲藁で作った正月飾り 

 

 

 

 
 

ブラボー！ 

子どもたちは、歌ったり、踊ったり、演奏したりする父
母の姿をうれしそうに見ていました。高輪幼稚園の
宝であり、自慢です。 

３歳児 高輪ゲートウェイ駅展示作品(12月) 

 


